
※外貨両替について　 は両替店、 は両替取次店

令和2年9月末

発行：令和2年11月 きのくに信用金庫 総合企画部

店舗所在一覧（令和2年11月20日現在）

店外ＡＴＭコーナー（令和2年11月20日現在）

本紙は適切に管理された森林（FSC® 認証林）およびその他の管理された供給源からの原材料で作られた
「FSC® 認証紙」を使用しています。インキは環境負荷の少ない植物油インキを使用しています。
印刷は、有害な廃液を出さない水なし方式を採用しています。

〒640-8655  和歌山市本町二丁目38番地
TEL　073-432-5000（代）

ホームページ https：//www.kinokuni-shinkin.jp/

ご案内トピックス

「人材紹介業務に関する連携協定」締結

・きのくにサクセスクラブ主催『実践的補助金活用WEBセミナー』開催

・和歌山県中小企業融資制度（新型コロナウイルス感染症対応枠）取扱
　い開始ーセーフティ認定のワンストップ手続き対応
・事業者を対象にした資金繰り等の「休日特別相談窓口」を開設
・取引先向け「雇用調整助成金」個別相談会をテレビ会議にて開催

・金利優遇「サマー定期」預金発売（6月～8月）
・「第56期通常総代会」を開催
・和歌山県教育委員会にマスク３万枚寄贈（和歌山県信用金庫協会）
・コロナ感染拡大に伴う「口座開設アプリ」による申込みの受付拡大

・「第28回きのくに信用金庫杯争奪野球大会（和歌山市軟式野球学童部
　選手権大会）」開催
・「子供の未来応援基金」等への寄付による子供の貧困対策への支援を
　目的として「制服リユース活動」への取組み開始
・「令和2年豪雨災害」被災地（熊本県）へ支援物資送付
・紀陽銀行と地域の人材確保支援のため　“信用金庫×銀行” の垣根を
　越えた「人材紹介業務に関する連携協定」を締結
・スマートフォンを使ったQRコード決済「メルペイ」との業務提携締結
・メッサオークワガーデンパーク和歌山に店外ATM設置

・きのくにサクセスクラブ会員企業向け「新入・若手社員向け研修」をオ
　ンラインで開催
・プレミア和歌山（和歌山県優良県産品）を使った地域応援キャンペーン
　を実施
・８ヵ店にて店舗営業時間変更（窓口業務の昼休業導入）を実施
・貸出金残高4,000億円超達成

・本店にて役職員による献血活動に協力
・御坊営業部移転新築工事の竣工式（オープン日11月16日）
・和歌山支店リニューアルオープン（お客さま応対窓口をすべてローカウ
　ンターに改修）

・全国の信用金庫取引先からなる『よい仕事おこしフェア実行委員会』が
　和歌山市・和歌山放送と包括連携協定を締結
・ソフトテニス部員による出張ソフトテニス教室開催（紀の川市）
・和歌山県信用保証協会との共催による「個別経営相談会」を対面方式
　で実施

・きのくにサクセスクラブ主催『実践的補助金活用WEBセミナー』開催
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店　名 店　番 郵 便 番 号 所　在　地 外貨両替 貸金庫 AED電　話　番　号

本 部 640-8655 和歌山市本町2 - 3 8 073-432-5000
和歌山地区

030
013
041
037
008
060
014
062
015
033
050
053
047
043
051
019

640-8655
640-8331
640-8321
640-8392
640-8303
641-0007
641-0045
640-8255
641-0024
641-0025
641-0013
640-8403
640-8432
640-8435
640-8463
640-8482

和歌山市本町2 - 3 8
和歌山市美園町4 - 9 2
和歌山市出水73 - 4
和歌山市中之島301 - 2
和歌山市鳴神125 - 1
和歌山市小雑賀3 - 5 - 3 1
和歌山市堀止西1 - 1 - 8
和歌山市舟津町3 - 3 1 - 3
和歌山市和歌浦西1 - 4 - 2
和歌山市和歌浦中1 - 5 - 9
和歌山市内原887 - 1
和歌山市北島426 - 7
和歌山市土入73 - 1
和歌山市古屋86 - 4
和歌山市楠見中20 - 1
和歌山市六十谷1032 - 1

073-427-4300
073-425-2211
073-471-9415
073-472-0011
073-473-1500
073-426-3200
073-436-5111
073-425-0777
073-445-0033
073-444-0195
073-445-3636
073-455-2231
073-453-5500
073-453-1300
073-454-0001
073-461-1611

紀北地区
021
063
068
039

649-6234
640-0411
649-6417
648-0073

岩出市高瀬82 - 1
紀の川市貴志川町前田229 - 1
紀の川市西大井87 - 2
橋本市市脇5 - 5 - 1 8

0736-62-0111
0736-64-8123
0736-77-1803
0736-32-3801

海南地区
054
045
020
046
036

642-0002
642-0032
642-0012
642-0024
649-0122

海南市日方210 - 1
海南市名高508 - 7
海南市岡田588 - 2
海南市阪井1766 - 1
海南市下津町黒田47 - 1 3

073-482-5333
073-482-0820
073-482-3741
073-487-0777
073-492-1415

有田地区
059
064
065
017

649-0304
649-0304
643-0021
643-0004

有田市箕島426 - 3
有田市箕島62 - 1
有田郡有田川町下津野606 - 1
有田郡湯浅町湯浅1796 - 2

0737-82-2136
0737-83-2188
0737-52-8228
0737-63-1151

御坊地区
024
001

005
009
012

649-1112
644-0001

649-1341
644-0005
649-1534

日高郡由良町網代251 - 2
御坊市湯川町財部701
※令和2年11月16日（月）に新築移転いたしました。
御坊市藤田町藤井1879 - 1
御坊市名屋町3 - 2 - 5
日高郡印南町印南1806

0738-65-0111
0738-22-5111

0738-22-2103
0738-22-0272
0738-42-0016

田辺地区
004
006
002
007
023
026

645-0002
645-0415
646-0032
646-0054
646-0005
649-2211

日高郡みなべ町芝409
田辺市龍神村西74 - 3
田辺市下屋敷町81 - 1 0
田辺市江川3 - 5 4
田辺市秋津町210 - 5
西牟婁郡白浜町911 - 8

0739-72-2001
0739-78-0231
0739-22-6300
0739-25-3480
0739-25-5700
0739-42-4111

串本地区
003 649-3503 東牟婁郡串本町串本1735 0735-62-0067

大阪泉南地区
025
066

599-0202
590-0403

大阪府阪南市下出530 - 3
大阪府泉南郡熊取町大久保中1 - 1 5 - 1 0

072-471-7711
072-453-3611

所　在　地 土日祝
和歌山市

●▲■
●▲■

●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■

所　在　地 土日祝
和歌山市 ●▲■

岩 出 市

●▲■
●▲■
●▲■

紀の川市
●▲■
●▲■

橋 本 市
●▲■

海 南 市
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■

有田川町 ●▲■
湯 浅 町 ●

●
▲■

所　在　地 土日祝
広 川 町

●▲■
●▲■

御 坊 市

●▲■
●▲■

みなべ町
●▲■

田 辺 市
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■

上富田町 ●▲■
串 本 町 ●▲■
阪 南 市 ●▲■

●▲■泉 南 市

・・・土曜日稼働 ・・・日曜日稼働 ・・・祝日稼働

●▲■

よい仕事おこし実行委員会と和歌山市との包括連携協定締結

新入・若手社員向けオンライン研修

ソフトテニス部による出張教室

献血活動（本店駐車場）

和歌山市役所
和歌山市駅
イズミヤ和歌山店（2ヵ所）
オークワパームシティ店
新町出張所
宮出張所
湊出張所
オークワ本社中島店
オークワセントラルシティ店
和歌山ターミナルビル出張所
オークワオーストリート和歌山北バイパス店
松江出張所
イズミヤ紀伊川辺店
エバグリーン宮前店
オークワ屋形店

イオンモール和歌山店
マツゲン栄谷店
メッサオークワガーデンパーク店
マツゲン岩出店
マツゲン岩出中迫店
イオンタウン貴志川店
桃山出張所
高野口出張所
産直市場よってって高野口店
ＪＲ海南駅
スーパーセンターオークワ海南店
オークワ海南幡川店
スーパーセンターオークワ有田川店
オークワ湯浅店「ユピア」
済生会有田病院

広川町役場
御坊中町出張所
（令和2年11月17日オープン）
ＪＲ御坊駅前
日高病院前
オークワロマンシティ御坊店
みなべ町役場
片町通り出張所
オークワパビリオンシティ田辺店
オークワオーシティ田辺店
グルメシティ万呂店
スーパーエバグリーン上富田店
オークワ串本店
阪南出張所
イオンモールりんくう泉南店

本 店 営 業 部
和 歌 山 支 店
出 水 支 店
中 之 島 支 店
鳴 神 支 店
宮 前 支 店
堀 止 支 店
砂 山 支 店
秋 葉 山 支 店
和 歌 浦 支 店
紀 三 井 寺 支 店
野 崎 支 店
紀 の 川 支 店
河 西 支 店
楠 見 支 店
六 十 谷 支 店

岩 出 支 店
貴 志 川 支 店
打 田 支 店
橋 本 支 店

海 南 支 店
内 海 支 店
黒 江 駅 前 支 店
海 南 東 支 店
加 茂 郷 支 店

箕 島 支 店
箕 島 駅 前 支 店
吉 備 支 店
湯 浅 支 店

由 良 支 店
御 坊 営 業 部

道 成 寺 支 店
御 坊 南 支 店
印 南 支 店

南 部 支 店
龍 神 支 店
田 辺 支 店
江 川 支 店
秋 津 支 店
白 浜 支 店

尾 崎 支 店
熊 取 支 店

串 本 支 店



預金積金残高は堅調に推移し、前年同期（令和元年9月末）比２９５
億円増加の１兆１，３４１億円（増加率２．６％）となりました。

貸出金残高は前年同期（令和元年9月末）比３０１億円増加の４，０１４
億円（増加率８．１％）となりました。

今年度は、新型コロナウイルス感染拡大による影響を受けた事業
者への資金繰り支援や経営支援に重点的に取り組んでいます。

これからも地域の皆さまの資産づくりのお手伝いや、事業目的・ラ
イフサイクルに適した資金のご提供に努め、より一層のサービスの
向上に努めます。

きのくに信用金庫の「いま」をお伝えします
※本誌に掲載する令和2年9月末の経営情報は当金庫が自主的に開示するものであり、計数等につきましては会計監査人の監査を受けたものではありません。

本店所在地

創 立

会 員 数
出 資 金

純 資 産
預 金
貸 出 金
店 舗 数
役 職 員 数

〒640-8655　和歌山市本町二丁目38番地
電話　073-432-5000（代表）
明治44年8月23日

（平成5年11月1日　きのくに信用金庫発足）
52,491人
25億円

631億円
1兆1,341億円
4,014億円
43店舗
767人

19,641
1,023

239
171

27,749
1,014

416
7,553

24,910
5,041

19,192
449

1,583
1,443
3,033
2,730
1,173

15,897
7,037

140,306
82,654

154,811
377,772

令和2年9月末
（単位：百万円）

（単位：億円）

令和2年3月末業種区分 貸出金残高貸出金残高
製 造 業
農 業 、 林 業
漁 業
鉱 業 、 採 石 業 、 砂 利 採 取 業
建 設 業
電気・ガス・熱供給・水道業
情 報 通 信 業
運 輸 業 、 郵 便 業
卸 売 業 、 小 売 業
金 融 業 、 保 険 業
不 動 産 業
物 品 賃 貸 業
学術研究、専門・技術サービス業
宿 泊 業
飲 食 業
生活関連サービス業、娯楽業
教 育 、 学 習 支 援 業
医 療 ・ 福 祉
そ の 他 の サ ー ビ ス
小 計
地 方 公 共 団 体
個人（住宅・消費・納税資金等）
合 計

業 務 純 益
経 常 利 益
当 期 純 利 益

1,090
1,217

888

令和元年9月末 令和2年9月末
（単位：百万円）金融機関の本来業務の収益を示す業務純益は８億３９百万円を計

上し、最終の税引後利益をあらわす当期純利益は前年同期（令和元

年9月末）比２億３百万円減益の６億８４百万円となりました。

0

2,000

4,000

令和元年9月末

預金積金残高 貸出金残高

11,045

3,713

10,989

3,777

11,341

4,014

令和2年3月末 令和2年9月末

6,000

8,000

12,000

10,000

製造業
222億円
5.5％ 建設業

349億円  8.7％

運輸業、郵便業
87億円  2.2％

地方公共団体
854億円

21.3％

その他のサービス
89億円
2.2％

個人（住宅・消費
・納税資金等）

1,533億円
38.2%

卸売業、小売業
304億円  7.6％

その他
81億円

2.0%

金融業、保険業
46億円  1.2％

不動産業
190億円  4.7％
飲食業
44億円  1.1％

医療・福祉
171億円  4.3％

生活関連サービス業、娯楽業
38億円  1.0%

0.00％

4.00％
国内基準

8.00％

平成30年3月末

（注）業種区分は、日本標準産業分類の大区分に準じて記載しております。

平成31年3月末 令和2年3月末 令和2年9月末

12.00％

16.00％

20.00％

22,290
888
240
147

34,940
1,001

463
8,727

30,497
4,618

19,053
662

1,873
1,628
4,459
3,819
1,210

17,175
8,979

162,677
85,468

153,328
401,474

839
1,031

684

17.54％
16.32％15.78％16.44％

貸出金
4,014億円

健全性をはかる指標の一つである「自己資本比率」は「16.32％」となりました。堅実経営に努めることで、国内で営業する信用

金庫に必要とされる「4％」を高く上回る水準を維持しています。

61,574
140

61,434
389,239

15.78%

令和2年3月末項　　　　目 令和2年9月末
コア資本に係る基礎項目の額①

コア資本に係る調整項目の額②

自己資本の額③＝①-②

リスク・アセット等の合計額④

自己資本比率⑤＝③/④

令和2年9月末における有価証券の評価差額等は以下のとおりです。当金庫の有価証券運用は国債や地方債、政府保証債などへの投資を

中心に健全な運用に努めています。

（注）1．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。
      2．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。

（注）時価は、期末日における市場価格等に基づいております。

時価が貸借対照表計上額を超えるもの
時価が貸借対照表計上額を超えないもの

合　　　　　計

1．売買目的有価証券：該当ありません

2．満期保有目的の債券で時価のあるもの

3．その他有価証券で時価のあるもの

4．子会社・子法人等株式及び関連法人等株式で時価のあるもの：該当ありません

1,662
215,431
15,061

232,155
2,171

54,780
42,725
99,677

331,833

1,399
210,871
14,287

226,558
2,652

55,278
46,298

104,229
330,787

262
4,560

774
5,597

△ 480
△ 497

△ 3,573
△ 4,551

1,045

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

貸借対照表計上額 時価 差額

令和2年3月末
貸借対照表計上額 取得原価種類

株式
債券
その他
小計
株式
債券
その他
小計

差額

39,875
12,301
52,176

41,150
11,984
53,134

1,275
△ 316

958

合　　　　　計

令和2年9月末
（単位：百万円）

（単位：百万円）

貸借対照表計上額 時価 差額

令和2年9月末
貸借対照表計上額 取得原価 差額

金融再生法開示債権ベースの不良債権残高は90億円、債権額に占める不良債権の割合は2.26％にとどまっています。

金融再生法上の不良債権

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

正常債権

合　　計

9,881

2,290

5,589

2,001

368,728

378,609

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
【用語解説】

破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申し立て等の事由により経営
破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

要管理債権
「3ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金をいいます。

危険債権
債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化

し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い
債権です。

正常債権
債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、破産更生債権

及びこれらに準ずる債権、危険債権、要管理債権以外の債権をいいます。

（単位：百万円）

令和2年3月末

区　　分

令和2年9月末

保全額
（b）開示残高 開示残高

（a）
担保・保証等による
回収見込額　（c）

うち優良担保・保証
による回収見込額

貸倒引当金
（d）

保全率
（b）/（a）

引当率
（d）/（a－c）

地域の中小企業および個人のお客さまへの安定的な資金供給は、事業地域が限定された協同組織金融機関である信用金庫にとって

最も重要な社会的使命であると考えています。

お客さまからの資金需要や貸付条件の変更等のお申込みがあった場合には、お客さまの抱えている問題を十分に把握したうえで、

その解決に向けて真摯に取り組んでまいります。

　「きのくに」ならではの経験と
ネットワークを活用し、経営課題
の解決をお手伝いします。
　貴社の強み・弱み、事業課題、
戦略立案などを検討のうえ、専門
家の派遣や具体的支援を行います。

（単位：億円）
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不良債権比率

要管理債権
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2.26％
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1,531

393,172

402,244
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1,938
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令和2年3月末 令和2年9月末

200
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300

正常債権
3,931億円  97.74％

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
19億円  0.48％

危険債権
56億円  1.40％

要管理債権
15億円  0.38％

令和2年3月末

（１）自己資本の構成に関する主な開示事項

14,834

15,569

734

令和2年3月末 令和2年9月末
信用リスクに対する所要自己資本の額①

オペレーショナル・リスクに対する
所要自己資本の額②

単体総所要自己資本額③＝①+②

（２）定量的な開示事項

62,255
187

62,067
380,212

16.32%

14,473

15,208

734

（単位：百万円）

（単位：百万円）

1,399
222,659
40,967

265,026
1,927

47,048
25,744
74,720

339,746

1,194
218,636
39,427

259,258
2,279

47,401
27,100
76,780

336,039

204
4,022
1,539
5,767

△ 351
△ 352

△ 1,356
△ 2,060

3,706

33,689
17,500
51,189

34,745
17,008
51,753

1,056
△ 491

564

有価証券の時価情報（単体）

金融再生法ベースの債権区分による開示（単体）

地域金融円滑化への取り組み

■貸出金の内訳

当金庫の概要（令和2年9月30日現在）

預金・貸出金の状況（単体）

損益の状況（単体）

自己資本比率（単体）

■自己資本比率
■金融再生法に基づく開示債権の構成比

創業期
成長期

成熟期承継期

企業のライフサイクルに応じて

成熟期

創業から
事業承継まで
総合的にサポート
します！

預金積金残高は堅調に推移し、前年同期（令和元年9月末）比２９５
億円増加の１兆１，３４１億円（増加率２．６％）となりました。

貸出金残高は前年同期（令和元年9月末）比３０１億円増加の４，０１４
億円（増加率８．１％）となりました。

今年度は、新型コロナウイルス感染拡大による影響を受けた事業
者への資金繰り支援や経営支援に重点的に取り組んでいます。

これからも地域の皆さまの資産づくりのお手伝いや、事業目的・ラ
イフサイクルに適した資金のご提供に努め、より一層のサービスの
向上に努めます。

きのくに信用金庫の「いま」をお伝えします
※本誌に掲載する令和2年9月末の経営情報は当金庫が自主的に開示するものであり、計数等につきましては会計監査人の監査を受けたものではありません。

本店所在地

創 立

会 員 数
出 資 金

純 資 産
預 金
貸 出 金
店 舗 数
役 職 員 数

〒640-8655　和歌山市本町二丁目38番地
電話　073-432-5000（代表）
明治44年8月23日

（平成5年11月1日　きのくに信用金庫発足）
52,491人
25億円

631億円
1兆1,341億円
4,014億円
43店舗
767人

19,641
1,023

239
171

27,749
1,014

416
7,553

24,910
5,041

19,192
449

1,583
1,443
3,033
2,730
1,173

15,897
7,037

140,306
82,654

154,811
377,772

令和2年9月末
（単位：百万円）

（単位：億円）

令和2年3月末業種区分 貸出金残高貸出金残高
製 造 業
農 業 、 林 業
漁 業
鉱 業 、 採 石 業 、 砂 利 採 取 業
建 設 業
電気・ガス・熱供給・水道業
情 報 通 信 業
運 輸 業 、 郵 便 業
卸 売 業 、 小 売 業
金 融 業 、 保 険 業
不 動 産 業
物 品 賃 貸 業
学術研究、専門・技術サービス業
宿 泊 業
飲 食 業
生活関連サービス業、娯楽業
教 育 、 学 習 支 援 業
医 療 ・ 福 祉
そ の 他 の サ ー ビ ス
小 計
地 方 公 共 団 体
個人（住宅・消費・納税資金等）
合 計

業 務 純 益
経 常 利 益
当 期 純 利 益

1,090
1,217

888

令和元年9月末 令和2年9月末
（単位：百万円）金融機関の本来業務の収益を示す業務純益は８億３９百万円を計

上し、最終の税引後利益をあらわす当期純利益は前年同期（令和元

年9月末）比２億３百万円減益の６億８４百万円となりました。
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預金積金残高 貸出金残高

11,045

3,713

10,989

3,777

11,341

4,014

令和2年3月末 令和2年9月末

6,000

8,000

12,000

10,000

製造業
222億円
5.5％ 建設業

349億円  8.7％

運輸業、郵便業
87億円  2.2％

地方公共団体
854億円

21.3％

その他のサービス
89億円
2.2％

個人（住宅・消費
・納税資金等）

1,533億円
38.2%

卸売業、小売業
304億円  7.6％

その他
81億円

2.0%

金融業、保険業
46億円  1.2％

不動産業
190億円  4.7％
飲食業
44億円  1.1％

医療・福祉
171億円  4.3％

生活関連サービス業、娯楽業
38億円  1.0%

0.00％

4.00％
国内基準

8.00％

平成30年3月末

（注）業種区分は、日本標準産業分類の大区分に準じて記載しております。

平成31年3月末 令和2年3月末 令和2年9月末
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16.00％
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888
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1,001
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8,727
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3,819
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8,979

162,677
85,468

153,328
401,474

839
1,031

684

17.54％
16.32％15.78％16.44％

貸出金
4,014億円

健全性をはかる指標の一つである「自己資本比率」は「16.32％」となりました。堅実経営に努めることで、国内で営業する信用

金庫に必要とされる「4％」を高く上回る水準を維持しています。

61,574
140

61,434
389,239

15.78%

令和2年3月末項　　　　目 令和2年9月末
コア資本に係る基礎項目の額①

コア資本に係る調整項目の額②

自己資本の額③＝①-②

リスク・アセット等の合計額④

自己資本比率⑤＝③/④

令和2年9月末における有価証券の評価差額等は以下のとおりです。当金庫の有価証券運用は国債や地方債、政府保証債などへの投資を

中心に健全な運用に努めています。

（注）1．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。
      2．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。

（注）時価は、期末日における市場価格等に基づいております。

時価が貸借対照表計上額を超えるもの
時価が貸借対照表計上額を超えないもの

合　　　　　計

1．売買目的有価証券：該当ありません

2．満期保有目的の債券で時価のあるもの

3．その他有価証券で時価のあるもの

4．子会社・子法人等株式及び関連法人等株式で時価のあるもの：該当ありません

1,662
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15,061

232,155
2,171
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42,725
99,677

331,833
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210,871
14,287

226,558
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△ 4,551
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貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

貸借対照表計上額 時価 差額

令和2年3月末
貸借対照表計上額 取得原価種類

株式
債券
その他
小計
株式
債券
その他
小計

差額

39,875
12,301
52,176

41,150
11,984
53,134

1,275
△ 316

958

合　　　　　計

令和2年9月末
（単位：百万円）

（単位：百万円）

貸借対照表計上額 時価 差額

令和2年9月末
貸借対照表計上額 取得原価 差額

金融再生法開示債権ベースの不良債権残高は90億円、債権額に占める不良債権の割合は2.26％にとどまっています。

金融再生法上の不良債権

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

正常債権

合　　計

9,881

2,290

5,589

2,001

368,728

378,609

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
【用語解説】

破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申し立て等の事由により経営
破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

要管理債権
「3ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金をいいます。

危険債権
債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化

し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い
債権です。

正常債権
債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、破産更生債権

及びこれらに準ずる債権、危険債権、要管理債権以外の債権をいいます。
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貸倒引当金
（d）

保全率
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引当率
（d）/（a－c）

地域の中小企業および個人のお客さまへの安定的な資金供給は、事業地域が限定された協同組織金融機関である信用金庫にとって

最も重要な社会的使命であると考えています。

お客さまからの資金需要や貸付条件の変更等のお申込みがあった場合には、お客さまの抱えている問題を十分に把握したうえで、

その解決に向けて真摯に取り組んでまいります。

　「きのくに」ならではの経験と
ネットワークを活用し、経営課題
の解決をお手伝いします。
　貴社の強み・弱み、事業課題、
戦略立案などを検討のうえ、専門
家の派遣や具体的支援を行います。
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（１）自己資本の構成に関する主な開示事項
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信用リスクに対する所要自己資本の額①

オペレーショナル・リスクに対する
所要自己資本の額②

単体総所要自己資本額③＝①+②

（２）定量的な開示事項
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有価証券の時価情報（単体）

金融再生法ベースの債権区分による開示（単体）

地域金融円滑化への取り組み

■貸出金の内訳

当金庫の概要（令和2年9月30日現在）

預金・貸出金の状況（単体）

損益の状況（単体）

自己資本比率（単体）

■自己資本比率
■金融再生法に基づく開示債権の構成比

創業期
成長期

成熟期承継期

企業のライフサイクルに応じて

成熟期

創業から
事業承継まで

総合的にサポート
します！



預金積金残高は堅調に推移し、前年同期（令和元年9月末）比２９５
億円増加の１兆１，３４１億円（増加率２．６％）となりました。

貸出金残高は前年同期（令和元年9月末）比３０１億円増加の４，０１４
億円（増加率８．１％）となりました。

今年度は、新型コロナウイルス感染拡大による影響を受けた事業
者への資金繰り支援や経営支援に重点的に取り組んでいます。

これからも地域の皆さまの資産づくりのお手伝いや、事業目的・ラ
イフサイクルに適した資金のご提供に努め、より一層のサービスの
向上に努めます。

きのくに信用金庫の「いま」をお伝えします
※本誌に掲載する令和2年9月末の経営情報は当金庫が自主的に開示するものであり、計数等につきましては会計監査人の監査を受けたものではありません。
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純 資 産
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店 舗 数
役 職 員 数

〒640-8655　和歌山市本町二丁目38番地
電話　073-432-5000（代表）
明治44年8月23日

（平成5年11月1日　きのくに信用金庫発足）
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卸 売 業 、 小 売 業
金 融 業 、 保 険 業
不 動 産 業
物 品 賃 貸 業
学術研究、専門・技術サービス業
宿 泊 業
飲 食 業
生活関連サービス業、娯楽業
教 育 、 学 習 支 援 業
医 療 ・ 福 祉
そ の 他 の サ ー ビ ス
小 計
地 方 公 共 団 体
個人（住宅・消費・納税資金等）
合 計

業 務 純 益
経 常 利 益
当 期 純 利 益

1,090
1,217

888

令和元年9月末 令和2年9月末
（単位：百万円）金融機関の本来業務の収益を示す業務純益は８億３９百万円を計

上し、最終の税引後利益をあらわす当期純利益は前年同期（令和元

年9月末）比２億３百万円減益の６億８４百万円となりました。
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預金積金残高 貸出金残高

11,045

3,713

10,989

3,777

11,341
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令和2年3月末 令和2年9月末

6,000

8,000

12,000
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製造業
222億円
5.5％ 建設業

349億円  8.7％

運輸業、郵便業
87億円  2.2％

地方公共団体
854億円

21.3％

その他のサービス
89億円
2.2％

個人（住宅・消費
・納税資金等）

1,533億円
38.2%

卸売業、小売業
304億円  7.6％

その他
81億円

2.0%

金融業、保険業
46億円  1.2％

不動産業
190億円  4.7％
飲食業
44億円  1.1％

医療・福祉
171億円  4.3％

生活関連サービス業、娯楽業
38億円  1.0%

0.00％

4.00％
国内基準

8.00％

平成30年3月末

（注）業種区分は、日本標準産業分類の大区分に準じて記載しております。

平成31年3月末 令和2年3月末 令和2年9月末

12.00％

16.00％

20.00％

22,290
888
240
147

34,940
1,001

463
8,727

30,497
4,618

19,053
662

1,873
1,628
4,459
3,819
1,210

17,175
8,979

162,677
85,468

153,328
401,474

839
1,031

684

17.54％
16.32％15.78％16.44％

貸出金
4,014億円

健全性をはかる指標の一つである「自己資本比率」は「16.32％」となりました。堅実経営に努めることで、国内で営業する信用

金庫に必要とされる「4％」を高く上回る水準を維持しています。

61,574
140

61,434
389,239

15.78%

令和2年3月末項　　　　目 令和2年9月末
コア資本に係る基礎項目の額①

コア資本に係る調整項目の額②

自己資本の額③＝①-②

リスク・アセット等の合計額④

自己資本比率⑤＝③/④

令和2年9月末における有価証券の評価差額等は以下のとおりです。当金庫の有価証券運用は国債や地方債、政府保証債などへの投資を

中心に健全な運用に努めています。

（注）1．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。
      2．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。

（注）時価は、期末日における市場価格等に基づいております。

時価が貸借対照表計上額を超えるもの
時価が貸借対照表計上額を超えないもの

合　　　　　計

1．売買目的有価証券：該当ありません

2．満期保有目的の債券で時価のあるもの

3．その他有価証券で時価のあるもの

4．子会社・子法人等株式及び関連法人等株式で時価のあるもの：該当ありません

1,662
215,431
15,061

232,155
2,171

54,780
42,725
99,677

331,833

1,399
210,871
14,287

226,558
2,652

55,278
46,298

104,229
330,787

262
4,560

774
5,597

△ 480
△ 497

△ 3,573
△ 4,551

1,045

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

貸借対照表計上額 時価 差額

令和2年3月末
貸借対照表計上額 取得原価種類

株式
債券
その他
小計
株式
債券
その他
小計

差額

39,875
12,301
52,176

41,150
11,984
53,134

1,275
△ 316

958

合　　　　　計

令和2年9月末
（単位：百万円）

（単位：百万円）

貸借対照表計上額 時価 差額

令和2年9月末
貸借対照表計上額 取得原価 差額

金融再生法開示債権ベースの不良債権残高は90億円、債権額に占める不良債権の割合は2.26％にとどまっています。

金融再生法上の不良債権

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

正常債権

合　　計

9,881

2,290

5,589

2,001

368,728

378,609

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
【用語解説】

破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申し立て等の事由により経営
破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

要管理債権
「3ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金をいいます。

危険債権
債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化

し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い
債権です。

正常債権
債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、破産更生債権

及びこれらに準ずる債権、危険債権、要管理債権以外の債権をいいます。

（単位：百万円）

令和2年3月末

区　　分

令和2年9月末

保全額
（b）開示残高 開示残高

（a）
担保・保証等による
回収見込額　（c）

うち優良担保・保証
による回収見込額

貸倒引当金
（d）

保全率
（b）/（a）

引当率
（d）/（a－c）

地域の中小企業および個人のお客さまへの安定的な資金供給は、事業地域が限定された協同組織金融機関である信用金庫にとって

最も重要な社会的使命であると考えています。

お客さまからの資金需要や貸付条件の変更等のお申込みがあった場合には、お客さまの抱えている問題を十分に把握したうえで、

その解決に向けて真摯に取り組んでまいります。

　「きのくに」ならではの経験と
ネットワークを活用し、経営課題
の解決をお手伝いします。
　貴社の強み・弱み、事業課題、
戦略立案などを検討のうえ、専門
家の派遣や具体的支援を行います。

（単位：億円）
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令和元年9月末

2.56％

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 危険債権
不良債権比率

要管理債権

2.61％
2.26％

15
56
19

19
53
22

9,071

1,938

5,600

1,531

393,172

402,244

7,014

1,938

4,468

607

6,018

1,675

3,844

498

3,255

530

2,719

5

996

263

624

108

77.33%

100.00%

79.78%

39.64%

32.63%

100.00%

35.54%

10.50%

22

20
55

令和2年3月末 令和2年9月末

200

250

300

正常債権
3,931億円  97.74％

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
19億円  0.48％

危険債権
56億円  1.40％

要管理債権
15億円  0.38％

令和2年3月末

（１）自己資本の構成に関する主な開示事項

14,834

15,569

734

令和2年3月末 令和2年9月末
信用リスクに対する所要自己資本の額①

オペレーショナル・リスクに対する
所要自己資本の額②

単体総所要自己資本額③＝①+②

（２）定量的な開示事項

62,255
187

62,067
380,212

16.32%

14,473

15,208

734

（単位：百万円）

（単位：百万円）

1,399
222,659
40,967

265,026
1,927

47,048
25,744
74,720

339,746

1,194
218,636
39,427

259,258
2,279

47,401
27,100
76,780

336,039

204
4,022
1,539
5,767

△ 351
△ 352

△ 1,356
△ 2,060

3,706

33,689
17,500
51,189

34,745
17,008
51,753

1,056
△ 491

564

有価証券の時価情報（単体）

金融再生法ベースの債権区分による開示（単体）

地域金融円滑化への取り組み

■貸出金の内訳

当金庫の概要（令和2年9月30日現在）

預金・貸出金の状況（単体）

損益の状況（単体）

自己資本比率（単体）

■自己資本比率
■金融再生法に基づく開示債権の構成比

創業期
成長期

成熟期承継期

企業のライフサイクルに応じて

成熟期

創業から
事業承継まで
総合的にサポート
します！

預金積金残高は堅調に推移し、前年同期（令和元年9月末）比２９５
億円増加の１兆１，３４１億円（増加率２．６％）となりました。

貸出金残高は前年同期（令和元年9月末）比３０１億円増加の４，０１４
億円（増加率８．１％）となりました。

今年度は、新型コロナウイルス感染拡大による影響を受けた事業
者への資金繰り支援や経営支援に重点的に取り組んでいます。

これからも地域の皆さまの資産づくりのお手伝いや、事業目的・ラ
イフサイクルに適した資金のご提供に努め、より一層のサービスの
向上に努めます。

きのくに信用金庫の「いま」をお伝えします
※本誌に掲載する令和2年9月末の経営情報は当金庫が自主的に開示するものであり、計数等につきましては会計監査人の監査を受けたものではありません。

本店所在地

創 立

会 員 数
出 資 金

純 資 産
預 金
貸 出 金
店 舗 数
役 職 員 数

〒640-8655　和歌山市本町二丁目38番地
電話　073-432-5000（代表）
明治44年8月23日

（平成5年11月1日　きのくに信用金庫発足）
52,491人
25億円

631億円
1兆1,341億円
4,014億円
43店舗
767人

19,641
1,023

239
171

27,749
1,014

416
7,553

24,910
5,041

19,192
449

1,583
1,443
3,033
2,730
1,173

15,897
7,037

140,306
82,654

154,811
377,772

令和2年9月末
（単位：百万円）

（単位：億円）

令和2年3月末業種区分 貸出金残高貸出金残高
製 造 業
農 業 、 林 業
漁 業
鉱 業 、 採 石 業 、 砂 利 採 取 業
建 設 業
電気・ガス・熱供給・水道業
情 報 通 信 業
運 輸 業 、 郵 便 業
卸 売 業 、 小 売 業
金 融 業 、 保 険 業
不 動 産 業
物 品 賃 貸 業
学術研究、専門・技術サービス業
宿 泊 業
飲 食 業
生活関連サービス業、娯楽業
教 育 、 学 習 支 援 業
医 療 ・ 福 祉
そ の 他 の サ ー ビ ス
小 計
地 方 公 共 団 体
個人（住宅・消費・納税資金等）
合 計

業 務 純 益
経 常 利 益
当 期 純 利 益

1,090
1,217

888

令和元年9月末 令和2年9月末
（単位：百万円）金融機関の本来業務の収益を示す業務純益は８億３９百万円を計

上し、最終の税引後利益をあらわす当期純利益は前年同期（令和元

年9月末）比２億３百万円減益の６億８４百万円となりました。
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その他
81億円

2.0%

金融業、保険業
46億円  1.2％

不動産業
190億円  4.7％
飲食業
44億円  1.1％

医療・福祉
171億円  4.3％

生活関連サービス業、娯楽業
38億円  1.0%
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国内基準
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平成30年3月末

（注）業種区分は、日本標準産業分類の大区分に準じて記載しております。

平成31年3月末 令和2年3月末 令和2年9月末
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4,459
3,819
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8,979

162,677
85,468

153,328
401,474

839
1,031
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17.54％
16.32％15.78％16.44％

貸出金
4,014億円

健全性をはかる指標の一つである「自己資本比率」は「16.32％」となりました。堅実経営に努めることで、国内で営業する信用

金庫に必要とされる「4％」を高く上回る水準を維持しています。

61,574
140

61,434
389,239

15.78%

令和2年3月末項　　　　目 令和2年9月末
コア資本に係る基礎項目の額①

コア資本に係る調整項目の額②

自己資本の額③＝①-②

リスク・アセット等の合計額④

自己資本比率⑤＝③/④

令和2年9月末における有価証券の評価差額等は以下のとおりです。当金庫の有価証券運用は国債や地方債、政府保証債などへの投資を

中心に健全な運用に努めています。

（注）1．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。
      2．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。

（注）時価は、期末日における市場価格等に基づいております。

時価が貸借対照表計上額を超えるもの
時価が貸借対照表計上額を超えないもの

合　　　　　計

1．売買目的有価証券：該当ありません

2．満期保有目的の債券で時価のあるもの

3．その他有価証券で時価のあるもの

4．子会社・子法人等株式及び関連法人等株式で時価のあるもの：該当ありません

1,662
215,431
15,061

232,155
2,171

54,780
42,725
99,677

331,833

1,399
210,871
14,287

226,558
2,652

55,278
46,298

104,229
330,787

262
4,560

774
5,597

△ 480
△ 497

△ 3,573
△ 4,551

1,045

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

貸借対照表計上額 時価 差額

令和2年3月末
貸借対照表計上額 取得原価種類

株式
債券
その他
小計
株式
債券
その他
小計

差額

39,875
12,301
52,176

41,150
11,984
53,134

1,275
△ 316

958

合　　　　　計

令和2年9月末
（単位：百万円）

（単位：百万円）

貸借対照表計上額 時価 差額

令和2年9月末
貸借対照表計上額 取得原価 差額

金融再生法開示債権ベースの不良債権残高は90億円、債権額に占める不良債権の割合は2.26％にとどまっています。

金融再生法上の不良債権

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

正常債権

合　　計

9,881

2,290

5,589

2,001

368,728

378,609

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
【用語解説】

破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申し立て等の事由により経営
破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

要管理債権
「3ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金をいいます。

危険債権
債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化

し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い
債権です。

正常債権
債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、破産更生債権

及びこれらに準ずる債権、危険債権、要管理債権以外の債権をいいます。

（単位：百万円）

令和2年3月末

区　　分

令和2年9月末

保全額
（b）開示残高 開示残高

（a）
担保・保証等による
回収見込額　（c）

うち優良担保・保証
による回収見込額

貸倒引当金
（d）

保全率
（b）/（a）

引当率
（d）/（a－c）

地域の中小企業および個人のお客さまへの安定的な資金供給は、事業地域が限定された協同組織金融機関である信用金庫にとって

最も重要な社会的使命であると考えています。

お客さまからの資金需要や貸付条件の変更等のお申込みがあった場合には、お客さまの抱えている問題を十分に把握したうえで、

その解決に向けて真摯に取り組んでまいります。

　「きのくに」ならではの経験と
ネットワークを活用し、経営課題
の解決をお手伝いします。
　貴社の強み・弱み、事業課題、
戦略立案などを検討のうえ、専門
家の派遣や具体的支援を行います。

（単位：億円）
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3,931億円  97.74％

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
19億円  0.48％

危険債権
56億円  1.40％

要管理債権
15億円  0.38％

令和2年3月末

（１）自己資本の構成に関する主な開示事項

14,834

15,569

734

令和2年3月末 令和2年9月末
信用リスクに対する所要自己資本の額①

オペレーショナル・リスクに対する
所要自己資本の額②

単体総所要自己資本額③＝①+②

（２）定量的な開示事項

62,255
187

62,067
380,212

16.32%

14,473

15,208

734

（単位：百万円）

（単位：百万円）

1,399
222,659
40,967

265,026
1,927

47,048
25,744
74,720

339,746

1,194
218,636
39,427

259,258
2,279

47,401
27,100
76,780

336,039

204
4,022
1,539
5,767

△ 351
△ 352

△ 1,356
△ 2,060

3,706

33,689
17,500
51,189

34,745
17,008
51,753

1,056
△ 491

564

有価証券の時価情報（単体）

金融再生法ベースの債権区分による開示（単体）

地域金融円滑化への取り組み

■貸出金の内訳

当金庫の概要（令和2年9月30日現在）

預金・貸出金の状況（単体）

損益の状況（単体）

自己資本比率（単体）

■自己資本比率
■金融再生法に基づく開示債権の構成比

創業期
成長期

成熟期承継期

企業のライフサイクルに応じて

成熟期

創業から
事業承継まで
総合的にサポート
します！



預金積金残高は堅調に推移し、前年同期（令和元年9月末）比２９５
億円増加の１兆１，３４１億円（増加率２．６％）となりました。

貸出金残高は前年同期（令和元年9月末）比３０１億円増加の４，０１４
億円（増加率８．１％）となりました。

今年度は、新型コロナウイルス感染拡大による影響を受けた事業
者への資金繰り支援や経営支援に重点的に取り組んでいます。

これからも地域の皆さまの資産づくりのお手伝いや、事業目的・ラ
イフサイクルに適した資金のご提供に努め、より一層のサービスの
向上に努めます。

きのくに信用金庫の「いま」をお伝えします
※本誌に掲載する令和2年9月末の経営情報は当金庫が自主的に開示するものであり、計数等につきましては会計監査人の監査を受けたものではありません。

本店所在地

創 立

会 員 数
出 資 金

純 資 産
預 金
貸 出 金
店 舗 数
役 職 員 数

〒640-8655　和歌山市本町二丁目38番地
電話　073-432-5000（代表）
明治44年8月23日

（平成5年11月1日　きのくに信用金庫発足）
52,491人
25億円

631億円
1兆1,341億円
4,014億円
43店舗
767人

19,641
1,023

239
171

27,749
1,014

416
7,553

24,910
5,041

19,192
449

1,583
1,443
3,033
2,730
1,173

15,897
7,037

140,306
82,654

154,811
377,772

令和2年9月末
（単位：百万円）

（単位：億円）

令和2年3月末業種区分 貸出金残高貸出金残高
製 造 業
農 業 、 林 業
漁 業
鉱 業 、 採 石 業 、 砂 利 採 取 業
建 設 業
電気・ガス・熱供給・水道業
情 報 通 信 業
運 輸 業 、 郵 便 業
卸 売 業 、 小 売 業
金 融 業 、 保 険 業
不 動 産 業
物 品 賃 貸 業
学術研究、専門・技術サービス業
宿 泊 業
飲 食 業
生活関連サービス業、娯楽業
教 育 、 学 習 支 援 業
医 療 ・ 福 祉
そ の 他 の サ ー ビ ス
小 計
地 方 公 共 団 体
個人（住宅・消費・納税資金等）
合 計

業 務 純 益
経 常 利 益
当 期 純 利 益

1,090
1,217

888

令和元年9月末 令和2年9月末
（単位：百万円）金融機関の本来業務の収益を示す業務純益は８億３９百万円を計

上し、最終の税引後利益をあらわす当期純利益は前年同期（令和元

年9月末）比２億３百万円減益の６億８４百万円となりました。
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2,000

4,000

令和元年9月末

預金積金残高 貸出金残高

11,045

3,713

10,989

3,777

11,341

4,014

令和2年3月末 令和2年9月末

6,000

8,000

12,000

10,000

製造業
222億円
5.5％ 建設業

349億円  8.7％

運輸業、郵便業
87億円  2.2％

地方公共団体
854億円

21.3％

その他のサービス
89億円
2.2％

個人（住宅・消費
・納税資金等）

1,533億円
38.2%

卸売業、小売業
304億円  7.6％

その他
81億円

2.0%

金融業、保険業
46億円  1.2％

不動産業
190億円  4.7％
飲食業
44億円  1.1％

医療・福祉
171億円  4.3％

生活関連サービス業、娯楽業
38億円  1.0%

0.00％

4.00％
国内基準

8.00％

平成30年3月末

（注）業種区分は、日本標準産業分類の大区分に準じて記載しております。

平成31年3月末 令和2年3月末 令和2年9月末

12.00％

16.00％

20.00％

22,290
888
240
147

34,940
1,001

463
8,727

30,497
4,618

19,053
662

1,873
1,628
4,459
3,819
1,210

17,175
8,979

162,677
85,468

153,328
401,474

839
1,031

684

17.54％
16.32％15.78％16.44％

貸出金
4,014億円

健全性をはかる指標の一つである「自己資本比率」は「16.32％」となりました。堅実経営に努めることで、国内で営業する信用

金庫に必要とされる「4％」を高く上回る水準を維持しています。

61,574
140

61,434
389,239

15.78%

令和2年3月末項　　　　目 令和2年9月末
コア資本に係る基礎項目の額①

コア資本に係る調整項目の額②

自己資本の額③＝①-②

リスク・アセット等の合計額④

自己資本比率⑤＝③/④

令和2年9月末における有価証券の評価差額等は以下のとおりです。当金庫の有価証券運用は国債や地方債、政府保証債などへの投資を

中心に健全な運用に努めています。

（注）1．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。
      2．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。

（注）時価は、期末日における市場価格等に基づいております。

時価が貸借対照表計上額を超えるもの
時価が貸借対照表計上額を超えないもの

合　　　　　計

1．売買目的有価証券：該当ありません

2．満期保有目的の債券で時価のあるもの

3．その他有価証券で時価のあるもの

4．子会社・子法人等株式及び関連法人等株式で時価のあるもの：該当ありません

1,662
215,431
15,061

232,155
2,171

54,780
42,725
99,677

331,833

1,399
210,871
14,287

226,558
2,652

55,278
46,298

104,229
330,787

262
4,560

774
5,597

△ 480
△ 497

△ 3,573
△ 4,551

1,045

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

貸借対照表計上額 時価 差額

令和2年3月末
貸借対照表計上額 取得原価種類

株式
債券
その他
小計
株式
債券
その他
小計

差額

39,875
12,301
52,176

41,150
11,984
53,134

1,275
△ 316

958

合　　　　　計

令和2年9月末
（単位：百万円）

（単位：百万円）

貸借対照表計上額 時価 差額

令和2年9月末
貸借対照表計上額 取得原価 差額

金融再生法開示債権ベースの不良債権残高は90億円、債権額に占める不良債権の割合は2.26％にとどまっています。

金融再生法上の不良債権

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

正常債権

合　　計

9,881

2,290

5,589

2,001

368,728

378,609

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
【用語解説】

破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申し立て等の事由により経営
破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

要管理債権
「3ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金をいいます。

危険債権
債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化

し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い
債権です。

正常債権
債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、破産更生債権

及びこれらに準ずる債権、危険債権、要管理債権以外の債権をいいます。

（単位：百万円）

令和2年3月末

区　　分

令和2年9月末

保全額
（b）開示残高 開示残高

（a）
担保・保証等による
回収見込額　（c）

うち優良担保・保証
による回収見込額

貸倒引当金
（d）

保全率
（b）/（a）

引当率
（d）/（a－c）

地域の中小企業および個人のお客さまへの安定的な資金供給は、事業地域が限定された協同組織金融機関である信用金庫にとって

最も重要な社会的使命であると考えています。

お客さまからの資金需要や貸付条件の変更等のお申込みがあった場合には、お客さまの抱えている問題を十分に把握したうえで、

その解決に向けて真摯に取り組んでまいります。

　「きのくに」ならではの経験と
ネットワークを活用し、経営課題
の解決をお手伝いします。
　貴社の強み・弱み、事業課題、
戦略立案などを検討のうえ、専門
家の派遣や具体的支援を行います。

（単位：億円）
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（１）自己資本の構成に関する主な開示事項
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所要自己資本の額②

単体総所要自己資本額③＝①+②

（２）定量的な開示事項
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有価証券の時価情報（単体）

金融再生法ベースの債権区分による開示（単体）

地域金融円滑化への取り組み

■貸出金の内訳

当金庫の概要（令和2年9月30日現在）

預金・貸出金の状況（単体）

損益の状況（単体）

自己資本比率（単体）

■自己資本比率
■金融再生法に基づく開示債権の構成比

創業期
成長期

成熟期承継期

企業のライフサイクルに応じて

成熟期

創業から
事業承継まで

総合的にサポート
します！

※外貨両替について　 は両替店、 は両替取次店

令和2年9月末

発行：令和2年11月 きのくに信用金庫 総合企画部

店舗所在一覧（令和2年11月20日現在）

店外ＡＴＭコーナー（令和2年11月20日現在）

本紙は適切に管理された森林（FSC® 認証林）およびその他の管理された供給源からの原材料で作られた
「FSC® 認証紙」を使用しています。インキは環境負荷の少ない植物油インキを使用しています。
印刷は、有害な廃液を出さない水なし方式を採用しています。

〒640-8655  和歌山市本町二丁目38番地
TEL　073-432-5000（代）

ホームページ https：//www.kinokuni-shinkin.jp/

ご案内トピックス

「人材紹介業務に関する連携協定」締結

・きのくにサクセスクラブ主催『実践的補助金活用WEBセミナー』開催

・和歌山県中小企業融資制度（新型コロナウイルス感染症対応枠）取扱
　い開始ーセーフティ認定のワンストップ手続き対応
・事業者を対象にした資金繰り等の「休日特別相談窓口」を開設
・取引先向け「雇用調整助成金」個別相談会をテレビ会議にて開催

・金利優遇「サマー定期」預金発売（6月～8月）
・「第56期通常総代会」を開催
・和歌山県教育委員会にマスク３万枚寄贈（和歌山県信用金庫協会）
・コロナ感染拡大に伴う「口座開設アプリ」による申込みの受付拡大

・「第28回きのくに信用金庫杯争奪野球大会（和歌山市軟式野球学童部
　選手権大会）」開催
・「子供の未来応援基金」等への寄付による子供の貧困対策への支援を
　目的として「制服リユース活動」への取組み開始
・「令和2年豪雨災害」被災地（熊本県）へ支援物資送付
・紀陽銀行と地域の人材確保支援のため　“信用金庫×銀行” の垣根を
　越えた「人材紹介業務に関する連携協定」を締結
・スマートフォンを使ったQRコード決済「メルペイ」との業務提携締結
・メッサオークワガーデンパーク和歌山に店外ATM設置

・きのくにサクセスクラブ会員企業向け「新入・若手社員向け研修」をオ
　ンラインで開催
・プレミア和歌山（和歌山県優良県産品）を使った地域応援キャンペーン
　を実施
・８ヵ店にて店舗営業時間変更（窓口業務の昼休業導入）を実施
・貸出金残高4,000億円超達成

・本店にて役職員による献血活動に協力
・御坊営業部移転新築工事の竣工式（オープン日11月16日）
・和歌山支店リニューアルオープン（お客さま応対窓口をすべてローカウ
　ンターに改修）

・全国の信用金庫取引先からなる『よい仕事おこしフェア実行委員会』が
　和歌山市・和歌山放送と包括連携協定を締結
・ソフトテニス部員による出張ソフトテニス教室開催（紀の川市）
・和歌山県信用保証協会との共催による「個別経営相談会」を対面方式
　で実施

・きのくにサクセスクラブ主催『実践的補助金活用WEBセミナー』開催
2020年4月

2020年5月

2020年6月

2020年7月

・きのくにサクセスクラブ会員企業向け「新入・若手社員向け研修」をオ
2020年8月

2020年9月

2020年10月

店　名 店　番 郵 便 番 号 所　在　地 外貨両替 貸金庫 AED電　話　番　号

本 部 640-8655 和歌山市本町2 - 3 8 073-432-5000
和歌山地区

030
013
041
037
008
060
014
062
015
033
050
053
047
043
051
019

640-8655
640-8331
640-8321
640-8392
640-8303
641-0007
641-0045
640-8255
641-0024
641-0025
641-0013
640-8403
640-8432
640-8435
640-8463
640-8482

和歌山市本町2 - 3 8
和歌山市美園町4 - 9 2
和歌山市出水73 - 4
和歌山市中之島301 - 2
和歌山市鳴神125 - 1
和歌山市小雑賀3 - 5 - 3 1
和歌山市堀止西1 - 1 - 8
和歌山市舟津町3 - 3 1 - 3
和歌山市和歌浦西1 - 4 - 2
和歌山市和歌浦中1 - 5 - 9
和歌山市内原887 - 1
和歌山市北島426 - 7
和歌山市土入73 - 1
和歌山市古屋86 - 4
和歌山市楠見中20 - 1
和歌山市六十谷1032 - 1

073-427-4300
073-425-2211
073-471-9415
073-472-0011
073-473-1500
073-426-3200
073-436-5111
073-425-0777
073-445-0033
073-444-0195
073-445-3636
073-455-2231
073-453-5500
073-453-1300
073-454-0001
073-461-1611

紀北地区
021
063
068
039

649-6234
640-0411
649-6417
648-0073

岩出市高瀬82 - 1
紀の川市貴志川町前田229 - 1
紀の川市西大井87 - 2
橋本市市脇5 - 5 - 1 8

0736-62-0111
0736-64-8123
0736-77-1803
0736-32-3801

海南地区
054
045
020
046
036

642-0002
642-0032
642-0012
642-0024
649-0122

海南市日方210 - 1
海南市名高508 - 7
海南市岡田588 - 2
海南市阪井1766 - 1
海南市下津町黒田47 - 1 3

073-482-5333
073-482-0820
073-482-3741
073-487-0777
073-492-1415

有田地区
059
064
065
017

649-0304
649-0304
643-0021
643-0004

有田市箕島426 - 3
有田市箕島62 - 1
有田郡有田川町下津野606 - 1
有田郡湯浅町湯浅1796 - 2

0737-82-2136
0737-83-2188
0737-52-8228
0737-63-1151

御坊地区
024
001

005
009
012

649-1112
644-0001

649-1341
644-0005
649-1534

日高郡由良町網代251 - 2
御坊市湯川町財部701
※令和2年11月16日（月）に新築移転いたしました。
御坊市藤田町藤井1879 - 1
御坊市名屋町3 - 2 - 5
日高郡印南町印南1806

0738-65-0111
0738-22-5111

0738-22-2103
0738-22-0272
0738-42-0016

田辺地区
004
006
002
007
023
026

645-0002
645-0415
646-0032
646-0054
646-0005
649-2211

日高郡みなべ町芝409
田辺市龍神村西74 - 3
田辺市下屋敷町81 - 1 0
田辺市江川3 - 5 4
田辺市秋津町210 - 5
西牟婁郡白浜町911 - 8

0739-72-2001
0739-78-0231
0739-22-6300
0739-25-3480
0739-25-5700
0739-42-4111

串本地区
003 649-3503 東牟婁郡串本町串本1735 0735-62-0067

大阪泉南地区
025
066

599-0202
590-0403

大阪府阪南市下出530 - 3
大阪府泉南郡熊取町大久保中1 - 1 5 - 1 0

072-471-7711
072-453-3611

所　在　地 土日祝
和歌山市

●▲■
●▲■

●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■

所　在　地 土日祝
和歌山市 ●▲■

岩 出 市

●▲■
●▲■
●▲■

紀の川市
●▲■
●▲■

橋 本 市
●▲■

海 南 市
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■

有田川町 ●▲■
湯 浅 町 ●

●
▲■

所　在　地 土日祝
広 川 町

●▲■
●▲■

御 坊 市

●▲■
●▲■

みなべ町
●▲■

田 辺 市
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■

上富田町 ●▲■
串 本 町 ●▲■
阪 南 市 ●▲■

●▲■泉 南 市

・・・土曜日稼働 ・・・日曜日稼働 ・・・祝日稼働

●▲■

よい仕事おこし実行委員会と和歌山市との包括連携協定締結

新入・若手社員向けオンライン研修

ソフトテニス部による出張教室

献血活動（本店駐車場）

和歌山市役所
和歌山市駅
イズミヤ和歌山店（2ヵ所）
オークワパームシティ店
新町出張所
宮出張所
湊出張所
オークワ本社中島店
オークワセントラルシティ店
和歌山ターミナルビル出張所
オークワオーストリート和歌山北バイパス店
松江出張所
イズミヤ紀伊川辺店
エバグリーン宮前店
オークワ屋形店

イオンモール和歌山店
マツゲン栄谷店
メッサオークワガーデンパーク店
マツゲン岩出店
マツゲン岩出中迫店
イオンタウン貴志川店
桃山出張所
高野口出張所
産直市場よってって高野口店
ＪＲ海南駅
スーパーセンターオークワ海南店
オークワ海南幡川店
スーパーセンターオークワ有田川店
オークワ湯浅店「ユピア」
済生会有田病院

広川町役場
御坊中町出張所
（令和2年11月17日オープン）
ＪＲ御坊駅前
日高病院前
オークワロマンシティ御坊店
みなべ町役場
片町通り出張所
オークワパビリオンシティ田辺店
オークワオーシティ田辺店
グルメシティ万呂店
スーパーエバグリーン上富田店
オークワ串本店
阪南出張所
イオンモールりんくう泉南店

本 店 営 業 部
和 歌 山 支 店
出 水 支 店
中 之 島 支 店
鳴 神 支 店
宮 前 支 店
堀 止 支 店
砂 山 支 店
秋 葉 山 支 店
和 歌 浦 支 店
紀 三 井 寺 支 店
野 崎 支 店
紀 の 川 支 店
河 西 支 店
楠 見 支 店
六 十 谷 支 店

岩 出 支 店
貴 志 川 支 店
打 田 支 店
橋 本 支 店

海 南 支 店
内 海 支 店
黒 江 駅 前 支 店
海 南 東 支 店
加 茂 郷 支 店

箕 島 支 店
箕 島 駅 前 支 店
吉 備 支 店
湯 浅 支 店

由 良 支 店
御 坊 営 業 部

道 成 寺 支 店
御 坊 南 支 店
印 南 支 店

南 部 支 店
龍 神 支 店
田 辺 支 店
江 川 支 店
秋 津 支 店
白 浜 支 店

尾 崎 支 店
熊 取 支 店

串 本 支 店



預金積金残高は堅調に推移し、前年同期（令和元年9月末）比２９５
億円増加の１兆１，３４１億円（増加率２．６％）となりました。

貸出金残高は前年同期（令和元年9月末）比３０１億円増加の４，０１４
億円（増加率８．１％）となりました。

今年度は、新型コロナウイルス感染拡大による影響を受けた事業
者への資金繰り支援や経営支援に重点的に取り組んでいます。

これからも地域の皆さまの資産づくりのお手伝いや、事業目的・ラ
イフサイクルに適した資金のご提供に努め、より一層のサービスの
向上に努めます。

きのくに信用金庫の「いま」をお伝えします
※本誌に掲載する令和2年9月末の経営情報は当金庫が自主的に開示するものであり、計数等につきましては会計監査人の監査を受けたものではありません。

本店所在地

創 立

会 員 数
出 資 金

純 資 産
預 金
貸 出 金
店 舗 数
役 職 員 数

〒640-8655　和歌山市本町二丁目38番地
電話　073-432-5000（代表）
明治44年8月23日

（平成5年11月1日　きのくに信用金庫発足）
52,491人
25億円

631億円
1兆1,341億円
4,014億円
43店舗
767人

19,641
1,023

239
171

27,749
1,014

416
7,553

24,910
5,041

19,192
449

1,583
1,443
3,033
2,730
1,173

15,897
7,037

140,306
82,654

154,811
377,772

令和2年9月末
（単位：百万円）

（単位：億円）

令和2年3月末業種区分 貸出金残高貸出金残高
製 造 業
農 業 、 林 業
漁 業
鉱 業 、 採 石 業 、 砂 利 採 取 業
建 設 業
電気・ガス・熱供給・水道業
情 報 通 信 業
運 輸 業 、 郵 便 業
卸 売 業 、 小 売 業
金 融 業 、 保 険 業
不 動 産 業
物 品 賃 貸 業
学術研究、専門・技術サービス業
宿 泊 業
飲 食 業
生活関連サービス業、娯楽業
教 育 、 学 習 支 援 業
医 療 ・ 福 祉
そ の 他 の サ ー ビ ス
小 計
地 方 公 共 団 体
個人（住宅・消費・納税資金等）
合 計

業 務 純 益
経 常 利 益
当 期 純 利 益

1,090
1,217

888

令和元年9月末 令和2年9月末
（単位：百万円）金融機関の本来業務の収益を示す業務純益は８億３９百万円を計

上し、最終の税引後利益をあらわす当期純利益は前年同期（令和元

年9月末）比２億３百万円減益の６億８４百万円となりました。

0

2,000

4,000

令和元年9月末

預金積金残高 貸出金残高

11,045

3,713

10,989

3,777

11,341

4,014

令和2年3月末 令和2年9月末

6,000

8,000

12,000

10,000

製造業
222億円
5.5％ 建設業

349億円  8.7％

運輸業、郵便業
87億円  2.2％

地方公共団体
854億円

21.3％

その他のサービス
89億円
2.2％

個人（住宅・消費
・納税資金等）

1,533億円
38.2%

卸売業、小売業
304億円  7.6％

その他
81億円

2.0%

金融業、保険業
46億円  1.2％

不動産業
190億円  4.7％
飲食業
44億円  1.1％

医療・福祉
171億円  4.3％

生活関連サービス業、娯楽業
38億円  1.0%

0.00％

4.00％
国内基準

8.00％

平成30年3月末

（注）業種区分は、日本標準産業分類の大区分に準じて記載しております。

平成31年3月末 令和2年3月末 令和2年9月末

12.00％

16.00％

20.00％

22,290
888
240
147

34,940
1,001

463
8,727

30,497
4,618

19,053
662

1,873
1,628
4,459
3,819
1,210

17,175
8,979

162,677
85,468

153,328
401,474

839
1,031

684

17.54％
16.32％15.78％16.44％

貸出金
4,014億円

健全性をはかる指標の一つである「自己資本比率」は「16.32％」となりました。堅実経営に努めることで、国内で営業する信用

金庫に必要とされる「4％」を高く上回る水準を維持しています。

61,574
140

61,434
389,239

15.78%

令和2年3月末項　　　　目 令和2年9月末
コア資本に係る基礎項目の額①

コア資本に係る調整項目の額②

自己資本の額③＝①-②

リスク・アセット等の合計額④

自己資本比率⑤＝③/④

令和2年9月末における有価証券の評価差額等は以下のとおりです。当金庫の有価証券運用は国債や地方債、政府保証債などへの投資を

中心に健全な運用に努めています。

（注）1．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。
      2．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。

（注）時価は、期末日における市場価格等に基づいております。

時価が貸借対照表計上額を超えるもの
時価が貸借対照表計上額を超えないもの

合　　　　　計

1．売買目的有価証券：該当ありません

2．満期保有目的の債券で時価のあるもの

3．その他有価証券で時価のあるもの

4．子会社・子法人等株式及び関連法人等株式で時価のあるもの：該当ありません

1,662
215,431
15,061

232,155
2,171

54,780
42,725
99,677

331,833

1,399
210,871
14,287

226,558
2,652

55,278
46,298

104,229
330,787

262
4,560

774
5,597

△ 480
△ 497

△ 3,573
△ 4,551

1,045

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

貸借対照表計上額 時価 差額

令和2年3月末
貸借対照表計上額 取得原価種類

株式
債券
その他
小計
株式
債券
その他
小計

差額

39,875
12,301
52,176

41,150
11,984
53,134

1,275
△ 316

958

合　　　　　計

令和2年9月末
（単位：百万円）

（単位：百万円）

貸借対照表計上額 時価 差額

令和2年9月末
貸借対照表計上額 取得原価 差額

金融再生法開示債権ベースの不良債権残高は90億円、債権額に占める不良債権の割合は2.26％にとどまっています。

金融再生法上の不良債権

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

正常債権

合　　計

9,881

2,290

5,589

2,001

368,728

378,609

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
【用語解説】

破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申し立て等の事由により経営
破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

要管理債権
「3ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金をいいます。

危険債権
債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化

し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い
債権です。

正常債権
債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、破産更生債権

及びこれらに準ずる債権、危険債権、要管理債権以外の債権をいいます。

（単位：百万円）

令和2年3月末

区　　分

令和2年9月末

保全額
（b）開示残高 開示残高

（a）
担保・保証等による
回収見込額　（c）

うち優良担保・保証
による回収見込額

貸倒引当金
（d）

保全率
（b）/（a）

引当率
（d）/（a－c）

地域の中小企業および個人のお客さまへの安定的な資金供給は、事業地域が限定された協同組織金融機関である信用金庫にとって

最も重要な社会的使命であると考えています。

お客さまからの資金需要や貸付条件の変更等のお申込みがあった場合には、お客さまの抱えている問題を十分に把握したうえで、

その解決に向けて真摯に取り組んでまいります。

　「きのくに」ならではの経験と
ネットワークを活用し、経営課題
の解決をお手伝いします。
　貴社の強み・弱み、事業課題、
戦略立案などを検討のうえ、専門
家の派遣や具体的支援を行います。

（単位：億円）

0 0.0％

2.0％

1.0％

3.0％

4.0％

5.0％

100

50

150

令和元年9月末

2.56％

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 危険債権
不良債権比率

要管理債権

2.61％
2.26％

15
56
19

19
53
22

9,071

1,938

5,600

1,531

393,172

402,244

7,014

1,938

4,468

607

6,018

1,675

3,844

498

3,255

530

2,719

5

996

263

624

108

77.33%

100.00%

79.78%

39.64%

32.63%

100.00%

35.54%

10.50%

22

20
55

令和2年3月末 令和2年9月末

200

250

300

正常債権
3,931億円  97.74％

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
19億円  0.48％

危険債権
56億円  1.40％

要管理債権
15億円  0.38％

令和2年3月末

（１）自己資本の構成に関する主な開示事項

14,834

15,569

734

令和2年3月末 令和2年9月末
信用リスクに対する所要自己資本の額①

オペレーショナル・リスクに対する
所要自己資本の額②

単体総所要自己資本額③＝①+②

（２）定量的な開示事項

62,255
187

62,067
380,212

16.32%

14,473

15,208

734

（単位：百万円）

（単位：百万円）

1,399
222,659
40,967

265,026
1,927

47,048
25,744
74,720

339,746

1,194
218,636
39,427

259,258
2,279

47,401
27,100
76,780

336,039

204
4,022
1,539
5,767

△ 351
△ 352

△ 1,356
△ 2,060

3,706

33,689
17,500
51,189

34,745
17,008
51,753

1,056
△ 491

564

有価証券の時価情報（単体）

金融再生法ベースの債権区分による開示（単体）

地域金融円滑化への取り組み

■貸出金の内訳

当金庫の概要（令和2年9月30日現在）

預金・貸出金の状況（単体）

損益の状況（単体）

自己資本比率（単体）

■自己資本比率
■金融再生法に基づく開示債権の構成比

創業期
成長期

成熟期承継期

企業のライフサイクルに応じて

成熟期

創業から
事業承継まで
総合的にサポート
します！
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「人材紹介業務に関する連携協定」締結

・きのくにサクセスクラブ主催『実践的補助金活用WEBセミナー』開催

・和歌山県中小企業融資制度（新型コロナウイルス感染症対応枠）取扱
　い開始ーセーフティ認定のワンストップ手続き対応
・事業者を対象にした資金繰り等の「休日特別相談窓口」を開設
・取引先向け「雇用調整助成金」個別相談会をテレビ会議にて開催

・金利優遇「サマー定期」預金発売（6月～8月）
・「第56期通常総代会」を開催
・和歌山県教育委員会にマスク３万枚寄贈（和歌山県信用金庫協会）
・コロナ感染拡大に伴う「口座開設アプリ」による申込みの受付拡大

・「第28回きのくに信用金庫杯争奪野球大会（和歌山市軟式野球学童部
　選手権大会）」開催
・「子供の未来応援基金」等への寄付による子供の貧困対策への支援を
　目的として「制服リユース活動」への取組み開始
・「令和2年豪雨災害」被災地（熊本県）へ支援物資送付
・紀陽銀行と地域の人材確保支援のため　“信用金庫×銀行” の垣根を
　越えた「人材紹介業務に関する連携協定」を締結
・スマートフォンを使ったQRコード決済「メルペイ」との業務提携締結
・メッサオークワガーデンパーク和歌山に店外ATM設置

・きのくにサクセスクラブ会員企業向け「新入・若手社員向け研修」をオ
　ンラインで開催
・プレミア和歌山（和歌山県優良県産品）を使った地域応援キャンペーン
　を実施
・８ヵ店にて店舗営業時間変更（窓口業務の昼休業導入）を実施
・貸出金残高4,000億円超達成

・本店にて役職員による献血活動に協力
・御坊営業部移転新築工事の竣工式（オープン日11月16日）
・和歌山支店リニューアルオープン（お客さま応対窓口をすべてローカウ
　ンターに改修）

・全国の信用金庫取引先からなる『よい仕事おこしフェア実行委員会』が
　和歌山市・和歌山放送と包括連携協定を締結
・ソフトテニス部員による出張ソフトテニス教室開催（紀の川市）
・和歌山県信用保証協会との共催による「個別経営相談会」を対面方式
　で実施

・きのくにサクセスクラブ主催『実践的補助金活用WEBセミナー』開催
2020年4月

2020年5月

2020年6月

2020年7月

・きのくにサクセスクラブ会員企業向け「新入・若手社員向け研修」をオ
2020年8月

2020年9月

2020年10月

店　名 店　番 郵 便 番 号 所　在　地 外貨両替 貸金庫 AED電　話　番　号

本 部 640-8655 和歌山市本町2 - 3 8 073-432-5000
和歌山地区

030
013
041
037
008
060
014
062
015
033
050
053
047
043
051
019

640-8655
640-8331
640-8321
640-8392
640-8303
641-0007
641-0045
640-8255
641-0024
641-0025
641-0013
640-8403
640-8432
640-8435
640-8463
640-8482

和歌山市本町2 - 3 8
和歌山市美園町4 - 9 2
和歌山市出水73 - 4
和歌山市中之島301 - 2
和歌山市鳴神125 - 1
和歌山市小雑賀3 - 5 - 3 1
和歌山市堀止西1 - 1 - 8
和歌山市舟津町3 - 3 1 - 3
和歌山市和歌浦西1 - 4 - 2
和歌山市和歌浦中1 - 5 - 9
和歌山市内原887 - 1
和歌山市北島426 - 7
和歌山市土入73 - 1
和歌山市古屋86 - 4
和歌山市楠見中20 - 1
和歌山市六十谷1032 - 1

073-427-4300
073-425-2211
073-471-9415
073-472-0011
073-473-1500
073-426-3200
073-436-5111
073-425-0777
073-445-0033
073-444-0195
073-445-3636
073-455-2231
073-453-5500
073-453-1300
073-454-0001
073-461-1611

紀北地区
021
063
068
039

649-6234
640-0411
649-6417
648-0073

岩出市高瀬82 - 1
紀の川市貴志川町前田229 - 1
紀の川市西大井87 - 2
橋本市市脇5 - 5 - 1 8

0736-62-0111
0736-64-8123
0736-77-1803
0736-32-3801

海南地区
054
045
020
046
036

642-0002
642-0032
642-0012
642-0024
649-0122

海南市日方210 - 1
海南市名高508 - 7
海南市岡田588 - 2
海南市阪井1766 - 1
海南市下津町黒田47 - 1 3

073-482-5333
073-482-0820
073-482-3741
073-487-0777
073-492-1415

有田地区
059
064
065
017

649-0304
649-0304
643-0021
643-0004

有田市箕島426 - 3
有田市箕島62 - 1
有田郡有田川町下津野606 - 1
有田郡湯浅町湯浅1796 - 2

0737-82-2136
0737-83-2188
0737-52-8228
0737-63-1151

御坊地区
024
001

005
009
012

649-1112
644-0001

649-1341
644-0005
649-1534

日高郡由良町網代251 - 2
御坊市湯川町財部701
※令和2年11月16日（月）に新築移転いたしました。
御坊市藤田町藤井1879 - 1
御坊市名屋町3 - 2 - 5
日高郡印南町印南1806

0738-65-0111
0738-22-5111

0738-22-2103
0738-22-0272
0738-42-0016

田辺地区
004
006
002
007
023
026

645-0002
645-0415
646-0032
646-0054
646-0005
649-2211

日高郡みなべ町芝409
田辺市龍神村西74 - 3
田辺市下屋敷町81 - 1 0
田辺市江川3 - 5 4
田辺市秋津町210 - 5
西牟婁郡白浜町911 - 8

0739-72-2001
0739-78-0231
0739-22-6300
0739-25-3480
0739-25-5700
0739-42-4111

串本地区
003 649-3503 東牟婁郡串本町串本1735 0735-62-0067

大阪泉南地区
025
066

599-0202
590-0403

大阪府阪南市下出530 - 3
大阪府泉南郡熊取町大久保中1 - 1 5 - 1 0

072-471-7711
072-453-3611

所　在　地 土日祝
和歌山市

●▲■
●▲■

●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■

所　在　地 土日祝
和歌山市 ●▲■

岩 出 市

●▲■
●▲■
●▲■

紀の川市
●▲■
●▲■

橋 本 市
●▲■

海 南 市
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■

有田川町 ●▲■
湯 浅 町 ●

●
▲■

所　在　地 土日祝
広 川 町

●▲■
●▲■

御 坊 市

●▲■
●▲■

みなべ町
●▲■

田 辺 市
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■

上富田町 ●▲■
串 本 町 ●▲■
阪 南 市 ●▲■

●▲■泉 南 市

・・・土曜日稼働 ・・・日曜日稼働 ・・・祝日稼働

●▲■

よい仕事おこし実行委員会と和歌山市との包括連携協定締結

新入・若手社員向けオンライン研修

ソフトテニス部による出張教室

献血活動（本店駐車場）

和歌山市役所
和歌山市駅
イズミヤ和歌山店（2ヵ所）
オークワパームシティ店
新町出張所
宮出張所
湊出張所
オークワ本社中島店
オークワセントラルシティ店
和歌山ターミナルビル出張所
オークワオーストリート和歌山北バイパス店
松江出張所
イズミヤ紀伊川辺店
エバグリーン宮前店
オークワ屋形店

イオンモール和歌山店
マツゲン栄谷店
メッサオークワガーデンパーク店
マツゲン岩出店
マツゲン岩出中迫店
イオンタウン貴志川店
桃山出張所
高野口出張所
産直市場よってって高野口店
ＪＲ海南駅
スーパーセンターオークワ海南店
オークワ海南幡川店
スーパーセンターオークワ有田川店
オークワ湯浅店「ユピア」
済生会有田病院

広川町役場
御坊中町出張所
（令和2年11月17日オープン）
ＪＲ御坊駅前
日高病院前
オークワロマンシティ御坊店
みなべ町役場
片町通り出張所
オークワパビリオンシティ田辺店
オークワオーシティ田辺店
グルメシティ万呂店
スーパーエバグリーン上富田店
オークワ串本店
阪南出張所
イオンモールりんくう泉南店

本 店 営 業 部
和 歌 山 支 店
出 水 支 店
中 之 島 支 店
鳴 神 支 店
宮 前 支 店
堀 止 支 店
砂 山 支 店
秋 葉 山 支 店
和 歌 浦 支 店
紀 三 井 寺 支 店
野 崎 支 店
紀 の 川 支 店
河 西 支 店
楠 見 支 店
六 十 谷 支 店

岩 出 支 店
貴 志 川 支 店
打 田 支 店
橋 本 支 店

海 南 支 店
内 海 支 店
黒 江 駅 前 支 店
海 南 東 支 店
加 茂 郷 支 店

箕 島 支 店
箕 島 駅 前 支 店
吉 備 支 店
湯 浅 支 店

由 良 支 店
御 坊 営 業 部

道 成 寺 支 店
御 坊 南 支 店
印 南 支 店

南 部 支 店
龍 神 支 店
田 辺 支 店
江 川 支 店
秋 津 支 店
白 浜 支 店

尾 崎 支 店
熊 取 支 店

串 本 支 店
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「人材紹介業務に関する連携協定」締結

・きのくにサクセスクラブ主催『実践的補助金活用WEBセミナー』開催

・和歌山県中小企業融資制度（新型コロナウイルス感染症対応枠）取扱
　い開始ーセーフティ認定のワンストップ手続き対応
・事業者を対象にした資金繰り等の「休日特別相談窓口」を開設
・取引先向け「雇用調整助成金」個別相談会をテレビ会議にて開催

・金利優遇「サマー定期」預金発売（6月～8月）
・「第56期通常総代会」を開催
・和歌山県教育委員会にマスク３万枚寄贈（和歌山県信用金庫協会）
・コロナ感染拡大に伴う「口座開設アプリ」による申込みの受付拡大

・「第28回きのくに信用金庫杯争奪野球大会（和歌山市軟式野球学童部
　選手権大会）」開催
・「子供の未来応援基金」等への寄付による子供の貧困対策への支援を
　目的として「制服リユース活動」への取組み開始
・「令和2年豪雨災害」被災地（熊本県）へ支援物資送付
・紀陽銀行と地域の人材確保支援のため　“信用金庫×銀行” の垣根を
　越えた「人材紹介業務に関する連携協定」を締結
・スマートフォンを使ったQRコード決済「メルペイ」との業務提携締結
・メッサオークワガーデンパーク和歌山に店外ATM設置

・きのくにサクセスクラブ会員企業向け「新入・若手社員向け研修」をオ
　ンラインで開催
・プレミア和歌山（和歌山県優良県産品）を使った地域応援キャンペーン
　を実施
・８ヵ店にて店舗営業時間変更（窓口業務の昼休業導入）を実施
・貸出金残高4,000億円超達成

・本店にて役職員による献血活動に協力
・御坊営業部移転新築工事の竣工式（オープン日11月16日）
・和歌山支店リニューアルオープン（お客さま応対窓口をすべてローカウ
　ンターに改修）

・全国の信用金庫取引先からなる『よい仕事おこしフェア実行委員会』が
　和歌山市・和歌山放送と包括連携協定を締結
・ソフトテニス部員による出張ソフトテニス教室開催（紀の川市）
・和歌山県信用保証協会との共催による「個別経営相談会」を対面方式
　で実施

・きのくにサクセスクラブ主催『実践的補助金活用WEBセミナー』開催
2020年4月

2020年5月

2020年6月

2020年7月

・きのくにサクセスクラブ会員企業向け「新入・若手社員向け研修」をオ
2020年8月

2020年9月

2020年10月

店　名 店　番 郵 便 番 号 所　在　地 外貨両替 貸金庫 AED電　話　番　号

本 部 640-8655 和歌山市本町2 - 3 8 073-432-5000
和歌山地区

030
013
041
037
008
060
014
062
015
033
050
053
047
043
051
019

640-8655
640-8331
640-8321
640-8392
640-8303
641-0007
641-0045
640-8255
641-0024
641-0025
641-0013
640-8403
640-8432
640-8435
640-8463
640-8482

和歌山市本町2 - 3 8
和歌山市美園町4 - 9 2
和歌山市出水73 - 4
和歌山市中之島301 - 2
和歌山市鳴神125 - 1
和歌山市小雑賀3 - 5 - 3 1
和歌山市堀止西1 - 1 - 8
和歌山市舟津町3 - 3 1 - 3
和歌山市和歌浦西1 - 4 - 2
和歌山市和歌浦中1 - 5 - 9
和歌山市内原887 - 1
和歌山市北島426 - 7
和歌山市土入73 - 1
和歌山市古屋86 - 4
和歌山市楠見中20 - 1
和歌山市六十谷1032 - 1

073-427-4300
073-425-2211
073-471-9415
073-472-0011
073-473-1500
073-426-3200
073-436-5111
073-425-0777
073-445-0033
073-444-0195
073-445-3636
073-455-2231
073-453-5500
073-453-1300
073-454-0001
073-461-1611

紀北地区
021
063
068
039

649-6234
640-0411
649-6417
648-0073

岩出市高瀬82 - 1
紀の川市貴志川町前田229 - 1
紀の川市西大井87 - 2
橋本市市脇5 - 5 - 1 8

0736-62-0111
0736-64-8123
0736-77-1803
0736-32-3801

海南地区
054
045
020
046
036

642-0002
642-0032
642-0012
642-0024
649-0122

海南市日方210 - 1
海南市名高508 - 7
海南市岡田588 - 2
海南市阪井1766 - 1
海南市下津町黒田47 - 1 3

073-482-5333
073-482-0820
073-482-3741
073-487-0777
073-492-1415

有田地区
059
064
065
017

649-0304
649-0304
643-0021
643-0004

有田市箕島426 - 3
有田市箕島62 - 1
有田郡有田川町下津野606 - 1
有田郡湯浅町湯浅1796 - 2

0737-82-2136
0737-83-2188
0737-52-8228
0737-63-1151

御坊地区
024
001

005
009
012

649-1112
644-0001

649-1341
644-0005
649-1534

日高郡由良町網代251 - 2
御坊市湯川町財部701
※令和2年11月16日（月）に新築移転いたしました。
御坊市藤田町藤井1879 - 1
御坊市名屋町3 - 2 - 5
日高郡印南町印南1806

0738-65-0111
0738-22-5111

0738-22-2103
0738-22-0272
0738-42-0016

田辺地区
004
006
002
007
023
026

645-0002
645-0415
646-0032
646-0054
646-0005
649-2211

日高郡みなべ町芝409
田辺市龍神村西74 - 3
田辺市下屋敷町81 - 1 0
田辺市江川3 - 5 4
田辺市秋津町210 - 5
西牟婁郡白浜町911 - 8

0739-72-2001
0739-78-0231
0739-22-6300
0739-25-3480
0739-25-5700
0739-42-4111

串本地区
003 649-3503 東牟婁郡串本町串本1735 0735-62-0067

大阪泉南地区
025
066

599-0202
590-0403

大阪府阪南市下出530 - 3
大阪府泉南郡熊取町大久保中1 - 1 5 - 1 0

072-471-7711
072-453-3611

所　在　地 土日祝
和歌山市

●▲■
●▲■

●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■

所　在　地 土日祝
和歌山市 ●▲■

岩 出 市

●▲■
●▲■
●▲■

紀の川市
●▲■
●▲■

橋 本 市
●▲■

海 南 市
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■

有田川町 ●▲■
湯 浅 町 ●

●
▲■

所　在　地 土日祝
広 川 町

●▲■
●▲■

御 坊 市

●▲■
●▲■

みなべ町
●▲■

田 辺 市
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■
●▲■

上富田町 ●▲■
串 本 町 ●▲■
阪 南 市 ●▲■

●▲■泉 南 市

・・・土曜日稼働 ・・・日曜日稼働 ・・・祝日稼働

●▲■

よい仕事おこし実行委員会と和歌山市との包括連携協定締結

新入・若手社員向けオンライン研修

ソフトテニス部による出張教室

献血活動（本店駐車場）

和歌山市役所
和歌山市駅
イズミヤ和歌山店（2ヵ所）
オークワパームシティ店
新町出張所
宮出張所
湊出張所
オークワ本社中島店
オークワセントラルシティ店
和歌山ターミナルビル出張所
オークワオーストリート和歌山北バイパス店
松江出張所
イズミヤ紀伊川辺店
エバグリーン宮前店
オークワ屋形店

イオンモール和歌山店
マツゲン栄谷店
メッサオークワガーデンパーク店
マツゲン岩出店
マツゲン岩出中迫店
イオンタウン貴志川店
桃山出張所
高野口出張所
産直市場よってって高野口店
ＪＲ海南駅
スーパーセンターオークワ海南店
オークワ海南幡川店
スーパーセンターオークワ有田川店
オークワ湯浅店「ユピア」
済生会有田病院

広川町役場
御坊中町出張所
（令和2年11月17日オープン）
ＪＲ御坊駅前
日高病院前
オークワロマンシティ御坊店
みなべ町役場
片町通り出張所
オークワパビリオンシティ田辺店
オークワオーシティ田辺店
グルメシティ万呂店
スーパーエバグリーン上富田店
オークワ串本店
阪南出張所
イオンモールりんくう泉南店

本 店 営 業 部
和 歌 山 支 店
出 水 支 店
中 之 島 支 店
鳴 神 支 店
宮 前 支 店
堀 止 支 店
砂 山 支 店
秋 葉 山 支 店
和 歌 浦 支 店
紀 三 井 寺 支 店
野 崎 支 店
紀 の 川 支 店
河 西 支 店
楠 見 支 店
六 十 谷 支 店

岩 出 支 店
貴 志 川 支 店
打 田 支 店
橋 本 支 店

海 南 支 店
内 海 支 店
黒 江 駅 前 支 店
海 南 東 支 店
加 茂 郷 支 店

箕 島 支 店
箕 島 駅 前 支 店
吉 備 支 店
湯 浅 支 店

由 良 支 店
御 坊 営 業 部

道 成 寺 支 店
御 坊 南 支 店
印 南 支 店

南 部 支 店
龍 神 支 店
田 辺 支 店
江 川 支 店
秋 津 支 店
白 浜 支 店

尾 崎 支 店
熊 取 支 店

串 本 支 店


